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書評
市川弘勝・岩尾裕純編著
「70年代の日本中小企業J
? ?
充
ー
本書は．編者がはしがきの冒頭においてのぺられているように，「一九七0年代のわが
国中小企業をめぐる諸問題とくに高度成長の結果として生まれた中小企業をめぐる新し
い矛盾の形態の発展とその展望を中心にしてとりまとめ」 (1ページ）．上梓されたもので
ある。
ところで1970年代は，周知のとおりその端緒において．ニクソン声明ードル切り下げ発
表 (1971年8月）がなされ．ために世界経済における環境変化はその当然の帰結として個
々の企業活動にたいしても深刻な影響をあたえてきている。これをわが国の事態に照らし
て端的にいえば．わが国は世界的通貨ともいうぺきドルにたいして308円という円高の時
代に入ったのである。今や．このような“ドル・ショック”のなかでいかに企業活動を行
なっていかねばならないかということは．企業にたずさわる者一ー経営者，従業者をも含
めて一ーの直接あるいは現実の課題であることはもとより．社会科学としての経済学．こ
とに．現実において問題性を有しているところの社会経済現象にアプローチしている研究
者などにとっても重要な研究•分析の課題であるといわねばなるまい。
一方．わが国における企業社会をめぐる環境の変化は．すでに1960年代後半よりいちじ
るしく表面化してきているのである。すなわち． それは， 内にあっては産業構造の高度
化．そして．外にたいしては自由化などの問題と，いわば構造的変化の過程のなかで表面
化し出しており．そのため，企業活動においても抜本的にそれらに対処すべき時期に入っ
ていたのである。
このような経済環境の変化への企業活動の対処については．あらゆる面において大企業
の方が比較的有利な立場に立っていることは多言を要しないであろう。大企業に比して．
諸々の面で不利あるいは立ち遅れており，その上．国家的保護もうすい中小企業にとって
は，「中小企業の自主的な．協同的な発展の途を創造する必要をいっそうつよく」 (2ペー
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ジ）要請されねばならないであろう。本書をつうじて一貫している理論的立場あるいは問
題の分析視角によれば．現下の中小企業問題は， 「アメリカ帝国主義」と． それに従属す
る「日本独占資本主義」の構造的矛盾のなかで発生したものであり，したがって．この問
題の分析と．そこから解決への方策を提示しようとする。ここに本書の特色があり．その
意図も強くあらわれているのである。
そこで，本書の構成を，目次とそれぞれの執筆者について列記すれば，それは以下のと
おりである。なお本書は．すでに公刊された (1968年）市川弘勝編著の「『現代日本の中小
企業』（新評論刊）と同様．財団法人政治経済研究所での中小企業研究会の成果である。」
(2ページ）ということをも附記しておく。
序章一~岩尾裕純
第一章七0年代の中小企業問題＿中山金治
第二章 中小企業理論の再検討ーー研究成果と方向＿佐藤芳雄
第三章 中小企業経営の構造変化ー一渡辺睦
第四章七0年代の下請制の構造変化――—池田正孝
第五章 中小企業の労働（力）問題ー一永山利和
第六章 中小企業の流通問題ー一塩田長英
第七章 中小企業政策の現状と課題ーー福島久一
第八章七0年代の中小業問題の展望ー一市川弘勝
I[ 
本書の構成は，上記目次にみられるように序章を含めて九つの章からなっているが．序
章においては，まず．いわゆるわが国70年代の中小企業問題発生の前提条件あるいはその
原因などをあたえてきた経済社会の状況などについてのべられており．そして．第一章と
第二章は，いわば総論ともいうぺき部分で,70年代の中小企業問題が現代日本資本主義の
なかでどのような特徴を有して表面化したか．また．その問題解決の方向性について焦点
があわされて分析され．ついで，このような問題にかんがみて．中小企業理論そのものの
再検討に分析の手がのばされている。
続く第三章～第六章では,70年代の中小企業における構造的変貌を．経営・下請制・労
働（力）・流通などの諸側面について分析され，論述されたもので． それらは， それぞれ
70年代中小企業問題に関する各論ともいうべき役割を果している。そして．第七章におい
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ては．わが国における中小企業政策を，とくに戦後の時期から歴史的にみてき．その心髄
が何であったか．その結果としてどのような中小企業問題が生じてきたかということが論
じられている。
そして，最後の第八章においては． このような特色と矛盾をもってあらわれてきた70年
代の中小企業問題解決のために，まず，現体制下の中小企業政策が批判的に論じられ，そ
して， 真の中小企業者達の要求に対応すべき方策などが提示されようとしているのであ
る。
そこで，本書の展開を重点的に素描してみると．まず序章においては.70年代の中小企
業問題を発生せしめた原因を,60年代をつうじて行なわれてきた高度成長政策の弊害に求
め．このような背景のもとで中小企業問題がどのような形であらわれてきたかということ
が簡明に提示されている。すなわち覧そのーは．小規模企業の減少ーー中規模企業のウェ
イトの高まり（中堅企業群の増大—筆者注）一ー再び小規模企業群の増大化という現象
であり，これは技術革新によってもたらされた結果であるとともに．大企業での低賃金が
かえってこれを促進せしめたこと．その二は，中小企業と大企業間における賃金格差の縮
小による． 中小企業における省力化・機械化の進行， そして， その三は． 下請体制の変
化，などである (10~12ペー ジ）。
さて．このような構造的変動の時期．あるいは非常に流動的な経済環境にあたって中小
企業の生存の途にはどのようなものがあるのであろうか。論者によれば，政府側の提示す
るシステム化．独立経営化ー一いわゆるベンチャー・ビジネスの喧伝などは． 「まさに世
界資本主義第二の工業力をもった日本独占資本主義の新しい段階に応ずる中小企業の利用
と収奪の形態にほかならない。」 (13ペー ジ） と鋭く非難され， 「現在の対米従属的国家独
占資本主義体制のなかで……基本的には」 (14ペー ジ）， 「中小企業自体の立場をその経営
を守る途は」 (14ページ）ありえないと断言されるのである。しかしながら，「このような
体制のもたらす有害な作用をできるだけ排除し， それと闘ってゆく途は明らかに存在す
る。」 (14ページ）として， 究極的には革新政府の要求が主張され．「中小企業問題は，経
営問題あるいは経済問題であるだけではない。それはすぐれて政治問題なのである。」 (14
ページ）と強調されている。
第一章においては， 70年代の中小企業問題を，たとえば，具体的には， 「現在中小企業
のおかれている危機的立場は， ドル・ショックと『開放体制』への移行によって招いたと
いうよりも． もっと一般的な日本資本主義の成長機構そのものの中に当然醸成していた性
質のものであった。」 (21~22ペー ジ） という章句からも嵐ちに理解されるように， ただ
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単にある一つのインパクトが原因であるというような安易な見方にとどめることなく．戦
後日本の独占資本主議の発展段階において表面化されたものであると分析の手が深く掘り
下げられている。そして．現段階における中小企業問題の「二面的性格」． すなわち「近
代的」矛盾として「『競争淘汰』および『残存利用』」 (24ページ）の実体についてみるた
めに，「先進国」の中小企業とわが国の中小企業． したがって． 日本資本主義における中
小企業問題の特徴が明確にされている。そして． そこから．今後中小企業が直面する問
題すなわち，「公害．物価，国際経済のまさつ．都市の過密化，」 (55ページ）などの諸
問題と解決の方向が示唆的に主張されている。
第二章においては． 一九六0年代の幕あけが中小企業にとってはシビアーであったた
め，「中小企業はいま『正念湯』にたたされている． といった．ジャーナリズムの中小企
業問題のとりあげかたが目立って」 (72ページ）きたことにたいして． 今こそ． 中小企業
問題に真摯にアプローチし．研究するためには．中小企業理論そのものから再検討されね
ばならないということが痛感され．現段階におけるわが国中小企業理論などが簡明に整理
されている。
すなわち．現段階におけるわが国中小企業理論．具体的には， 「一九六0年代の中小企
業問題の研究」は．いわば，「中小企業『近代化』論にふりまわされてきた」 (76ペー ジ）
ともいうべきであり．その賛否両論と．これとは別の．いわば第三の理論と，三つの理論
的立場に分類され．それぞれにたいして評価あるいはコメントがなされている。
そこで．これらについてもう少し立ち入って紹介し素描しておくと．まず．三つの理論
とは，「『近代化積極促進論』．『近代化批判論』．『現実変化積極評価論』」 (78ページ）など
である。
第一の「近代化積檻促進論」は， 「まさに『二重構造論』という単純・素朴な議論の延
長である」。そして，「その基本論理は．二重構造を解消する方法は経済成長政策しかない
ということである」 (78ペー ジ）ため， 1中小企業の低生産性の強調と．その「効率」化，
したがって， 2 「非効率的」．「非近代的」．「おくれた」中小零細企業の整理・淘汰の強
調，そして， 3中小企業保護政策をやめ，近代化政策の強調．などにのみ終始していると
して鋭く非難されている。
また，第三の視角，「現実変化積極評価論」は， 「『中小企業問題』の『研究』をはなれ
た，『ニュー ・クイプ小企業“礼讃”』とか，『ウルトラ近代化論』」 (83ページ）として．そ
れは1960年代には「中堅企業論」． そして1970年代には「ベンチャー・ビジネス論」とし
てあらわれていることを意味し，新しい「企業クイプの群生•発展の事実をクローズアッ
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プしたことは．基本的にきわめて有意義なことである。」 (94ページ）とまず，高く評価さ
れている。しかしながら， 「……この問題提起は．……『硬直的独占資本論」への反発から
出発し，『わが国の独占資本主義研究や中小企業論では処理しきれない急激な構造的変化
が．現実に進行している』という．きわめて性急な視点となっていく」(95ページ）。した
がって，「現代の中小企業問題の研究が， こういった新クイプ企業の礼讃に偏向し． それ
に終始するのは危険である。」 (96ページ）と批判的態度が示されている。
そして．第二の視角．「近代化批判論」は， 「基本的に，『中小企業問題』を現代資本主
義に一般的にみられる．社会・経済の構造的矛盾の問題としてとらえる」 (80ページ）と
ころに特徴があり，したがって．それは． 具体的には， 「中小企業の運動の理論につなが
る」 (81ペー ジ） ものであるが，「そこには． きわめて多様な視点や立湯がふくまれてい
る。」 (82ページ）として．いわゆるマルクス経済学の立場にたつ側からのみに限られてい
ないことがあげられている。そして． ここにおいて， 「原点」としての「近代化批判論」
が再検討されているが．本書の理論的立場は．この第二章の論者の次の章句からも明白に
うかがわれているといえよう。
すなわち，「『社会進歩と矛盾しない革新的企業類型』というような『矛盾』概念はきわ
めてあいまいであるが，『革新的』でなく．『矛盾する』中小企業． より正確には． 資本対
賃労働の矛盾が．現代資本主義のもとでの支配的資本と被支配的資本との矛盾を媒介にし
てより激発する一大社会構造上の矛盾局面．膨大な中小企業群の存立状態が．われわれの
とりあげるぺき対象なのである。」 (102ペー ジ）と。
そして．今後における中小企業問題研究と理論的深化の方向としては，「中小企業者の
運動論というかたちで．今後さらに，現実の中小企業の変化をふまえた理論が一方で展開
さるべきである。」 (111ページ）と主張されている。しかしながら．そこには，「革新運動
・政治運動との結びつきがあり．また中小企業家の運動にはその現実的な，具体的な諸困
難」 (111ページ）が横たわっていることを認められているが．「具体的にその運動を展開
するものの立場から，議論が展開されるべきものである」。そして．「そのような展開が．
いまきわめて必要であり，期待されている」 (111ページ）と主張されている。
さて．第三章においては，最近のめまぐるしい内外の経済環境変化のなかで中小企業経
営がどのような問題に直面しているかということが分析されて論じられている。そして．
その一般的な共通問題として.1生産性と賃金水準の格差.2労働力の不足と労働者の定
着率.3経営管理の「合理化」・「近代化」． などが重点的に検討されている。また．中小
企業の共同化．協業化については．それが上からのおしつけでなくて．中小•零細企業者
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自らの推進でなければその本来の目的あるいは効果が果せえないということが示唆されて
いる。
また．現下の倒産・転廃業問題についても．鋭くその特徴が指摘され， そして， 最後
に， 「国際分業」の進展． すなわち開放体制化にともなって中小企業がいかなる問題に直
面しているかなどが検討されている。
第四章では七0年代に入って，下請制にどのような構造変化が進行しているかという問
題について．これを，わが国資本主義ー独占資本主義の進行の場において論じられてい
る。そして．ことに， 「円切り上げ不況と下請再編の実態分析」が克明になされており．
また．そこから．今後における下請「近代化」の方向と展望が論じられている。
第五章においては現代の中小企業労働（力）問題が論じられているが， まず， 「労働
（力）市場と中小企業労働（力）問題」に関する理論的問題（「完全雇用」状況論と労働
（力）者の絶対的不足説）を検討することからはじめられている。そして， 「高度成長期
の資本蓄積と労働（力）市場」の問題点や，「相対的過剰人口と中小企業労働問題」など
が論じられている。
第六章においては，まず，「一九七0年代におけるH本の流通構造」の主要特徴が． 生
産財と消費財の側面について分析され，ことに，後者の方が複雑であるということが指摘
されている。また，わが国の商業は．その規模拡大にともなって，一層巨大資本や大資本
の支配が深化しつつあることが実態分析されている。
また．貿易自由化にともなって．わが国の輸出大商社が一層巨大化し， 「国際商業資本
としての地位の確立」 (272ページ）していく過程が論じられ，それらのわが国国民経済に
もたらす影響などが批判的に指摘されている。
また．中小流通企業における労働問題や物的流通に関しての問題点も論じられている。
第七章においては．わが国中小企業政策の特徴あるいは問題点などが，歴史的に論じら
れているが．ここでは．中小企業政策は，「独占」のためのものであって， 中小企業その
もののためには役立っていないということが鋭く非難されている。そして．真の中小企業
のための政策実現は， 「広範な中小企業家・零細企業者が． 労働者階級を中心とした統一
戦線に結集し，強力な統一戦線による闘いの展開」 (329ページー一山口良行「中小企業家
•零細業者の運動」市川弘勝編『現代日本の中小企業』．新評論, 1968年， 338ページ）に
よらねばならないという章句でもって結ばれている。
ところで．第八章は．本書の総括ともいうべき章であり，ここでは，「以上みたように，
独占資本と政府の中小企業『近代化』政策」 (330ページ）がもつ問題点などと．それらに
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よって表面化しつつある「中小企業の危機」が． その実態に照らされて． 強調されてい
る。そして，「中小企業者の生活を守り．経営を安定させるために」 (344ページ）は．根
本的には現体制の変革から推進されねばならないことが主張されている。
][ 
本書の内容について．これを重点的に執筆者の章句などを引用しつつ紹介すれば．およ
そ以上のとおりとなるであろうが．今一度そのなかから本書にみられる特色を若干要約し
てここに列挙してみよう。
本書がもつまず第一の特色は．理論的立場あるいは問題分析視角が明確であり．一貫し
ているということである。したがって．各執筆者間における見解の不統一などがみられな
い。これは．執筆者達による研究会の成果の賜物と高く評価されてしかるべきであろう。
第二に．本書においては．単なる理論的研究あるいは抽象理論に終始することなく．豊
富な現実的資料や．実態調査研究結果．あるいは具体的事例研究に依拠して論理の展開が
みられているということである。
そして．このような唯単に理論的であるのみならずその裏付けとしての実態的研究も．
同様．唯単にアップ・ツゥーデイトなものではなく．それがわが国資本主義発展のなかで
の連続的な構造上の問題として把握されているところに第三の特色が認められ．また．こ
のような方法論的立場から．中小企業問題にたいする意識ないしは中小企業論そのものの
あり方が再検討されているということを第四の特色として指摘しうるであろう。
また．中小企業が今後いかにあるべきかというもっとも重要な課題については．中小企
業自身による革新体制一革新政府要求の運動と闘いの展開を示唆していることを第五の特
色としてあげねばなるまい。
さて．以上によって本書の特色がつきるわけではないし．また．編者をはじめ執筆者達
の真の意図なり主張されたい点を完全に紹介しきったわけでもない。それはまったく評者
の本書にたいする読解力の浅さに帰着されねばならないであろうが．失礼さ•無躾さつい
でに．以下において本書がもっているとおもわれるところの疑問点などについて． これを
-. ニ指摘してみよう。
まず．第一は．本書における理論的立場から一貫して「巨大」・「独占」対「中小」・「零
細」あるいは「独占的大資本」の「中小零細資本」の収奪として分析されているわけであ
り．したがって現体制下では根本的な中小企業問題の解決方策は基本的にありえないとい
う立場に立ち．中小企業者自身の運動による革新的政府一体制の要求が主張されている
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が．執筆者自身もまた認められているように．そこには大きな問題と限界も横たわってい
るといわねばなるまい。そして．中小企業者自身の意識の問題がやはり桂桔として存在し
ているのではなかろうか。
また．それとの関連において，第二の問題点は，「中小企業者自身」を「巨大資本」ー「
独占」に対置するところのプロレクリアートとして「労働者階級を中心とした統一戦線に
結集」しうるであろうかという階層上の質的問題についてである。すなわち．中間階級あ
るいはいわゆるプルジョワジーとしての中小企業者の介在や，あるいは．ことにわが国に
おける中小流通企業者を中間利潤搾取者として排除しうるのか．それとも大商社一巨大独
占資本からの保護として存続発展せしめるべきかという問題などもあり，一方では，中小企
業における労使というよりもむしろ労資関係などから生じてくるところの問題点．また．
大企業における労働者と中小企業における労働者というように労働者階級内部における質
的区分．同様に．中小企業経営者と生業的小•零細企業家．そしてまた．かれらと労働者
といった問題や，階級的意識から生じるであろうところの問題などがあげられるであろ
う。
これを要するに．本書は一貫して中小企業問題を．唯単に経済問題•経営問題としてと
りあつかうのみならず， 「すぐれて政治問題」として分析し．そこから現体制批判，否定
が行なわれているところに最大の特徴が認められるが．その限りにおいてまた．本書とは
異なった立場からの批判．あるいは．本書と同じ理論に依拠する立場からのいわゆる内在
的批判の対象ともなりうるであろう。しかしながら，それでこそ一層．当面の問題につい
てはもとよりのこと．本質的な中小企業問題解決へのアプローチ・研究分析などが剌戟さ
れ．その進歩がみられるようになるであろう。このような意味においても本書は．やはり
画期的な力作であるとともに話題作である。
末筆ながら．評者の誤読•読解などにたいしては編者はじめ執筆者各位の寛恕のほどを
切に乞う次第である。 (1972年6月151:l)
（新評論,1972年5月刊,B6判,351ペー ジ,900円）
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